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●新NISAの期限なし非課税に感謝 

2024年から新 NISAが始まります。

従来の NISA 制度（積立投資しかで

きない「つみたてNISA」と、株式な

ど比較的幅広く投資が可能な「一般

NISA」）に比べて、以下の点が改善

されています。 

・ 非課税投資枠が「つみたて投資

枠」で 120 万円、「成長投資枠」

で 240万円、合わせて年間 360万

円まで大幅に拡大 

・ NISA 制度は恒久化され、非課税

保有期間の期限は撤廃 

・ その年ごとにつみたて NISA か一

般 NISA かの選択が必要だったが、

新NISAでは、「つみたて投資枠」

と「成長投資枠」の併用が可能（非

課税保有限度額は合わせて 1800

万円。ただし、「成長投資枠」の

限度額については 1200 万円が上

限） 

積立投資は「成長投資枠」でも可

能なので、「つみたて投資枠」と合わ

せて年間 360万円、毎月30万円まで

の積立投資が、新 NISA では可能に

なります。 

新 NISA を利用して運用した元本

1800万円は、将来どんなに値上がり

益が膨らんでも永久に非課税になる

制度です。想像してみてください。

たとえば 2000 万円の売却益が出た

ら、通常であれば 2000万円の 20％

である 400万円の税金がかかります。

これが非課税になるなんて財務省の

太っ腹、新NISAの誕生に感謝です。 

●非課税枠使い切り計画を夢想 

新 NISA の取り組みで大事なポイ

ントは、新 NISA の期限なし非課税

扱いのメリットを活かし、なるべく

多くの含み益が期待できる投資対象

を選ぶこと、そして、せっかくの「つ

みたて投資枠」「成長投資枠」を合わ

せた上限額 1800 万円を使い切る投

資プランを立てることです。 

そこで、私の頭に浮かんだのは、

毎年 240万円、「米国国債」に直接投

資をして「成長投資枠」を使い切る

プランでした。 

しかし、現在の NISA の制度では

投資信託を通じて債券に投資するこ

とは可能なのですが、債券に直接投

資することはできないのです。 

そこで「なぜ NISA では債券に直

接投資することができないのです

か」と金融庁に聞いてみましたが、

公開している情報以外お答えできま

せんという返事でした。 

NISA の投資対象から債券が外さ

れているのは、これまでグローバル

に債券利回りは低すぎて、投資家ニ

ーズがなかったこと、債券の最少投

資金額が比較的大きいので、少額投

資の NISA には向かないなどの理由

があったと想像します。 

日本では、1％利回りというと額面

100万円に対して毎年 1万円ずつ受

け取る単利計算なのですが。米国国

債の利回りは複利計算です。額面

100ドルに対して1年目は101ドル、

2 年目は増えた 101ドルに対して次

年以降も元利金が 1％ずつ増えてい

く計算です。 

例えば、20年米国債利回りは4.7％

複利利回りなので、投資元本 39.909

に対して毎年 4.7％ずつ増えていき、

米国が 20年後破綻していなければ、

償還まで保有すると投資元本は 2.51

倍（39.909→100）になります。 

2 年米国国債の場合は期間が短い

ので複利効果が小さくなり、1.1 倍

（91.049→100）です。償還まで保有

しているだけで、毎年確実に増えて

いく米国国債に新 NISA を活用して

直接投資する方法は、投資を苦手と

する多くの日本人投資家に向いてい

る投資対象だと私は思いました。 

ここまで高利回りになって魅力的

な投資対象になった米国国債。しか

も、新 NISA の「成長投資枠」が年

間 240万円、上限 1200万円とまで増

えれば、債券への直接投資を十分に

検討できるようになりました。「新

NISA でなぜ債券に直接投資できな

いのか」という投資家の声が高まり、

早く投資対象に加わることを切に願

っています。 

 

●代替策としての債券投信積立 

ちなみに、外債投資には為替リス

クがあります。しかし、1 ドル 150

円の為替で 4.7％複利利回りの 20年

国債を購入し、20年後の償還時に 1

ドル 120円の円高の為替になってい

たとしても、円換算元本は 2.005 倍

になります（税金は考慮せず）。 

これまで株式主体の積立投資をし

てきた方は、この高利回りの環境を

活かして、信託報酬がかかってしま

いますが、高配当、高利回りが期待

できる米ドル建て主体の「リート」

「ハイ・イールド債券」「新興国債券」

を投資対象にした投資信託も、新

NISA の積立銘柄として新たに加え

る検討もしてみてください。 

 
 
 
第 249回 新NISAで外債に直接投資できないのは残念！ 

 

前川 貢 前川ＦＰ事務所アドバンス代表 

１７年間の大和證券勤務のうち、１０年を債券のエキスパートとして
活躍。独立後は個人の資産形成をサポートする活動を続けている。 
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期間 年複利利回り 現在価値 償還時ドル元本増加率
償還時1ドル120円

円換算元本増減率

2年 4.80% 91.049 1.10 0.879

5年 4.40% 80.630 1.24 0.992

10年 4.30% 65.638 1.52 1.219

15年 4.40% 52.419 1.91 1.526

20年 4.70% 39.909 2.51 2.005

【期間別米国国債利回りと償還時元本増加率】


